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小
樽
と
北
前
船
の
深
い
関
わ
り
は
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
年
（
平

成
30
年
）
5
月
、
小
樽
市
が
「
北
前
船
」

の
日
本
遺
産
に
追
加
認
定
さ
れ
た
こ
と

で
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

小
樽
を
代
表
す
る
観
光
地
、
堺
町
通
り

は
か
つ
て
問
屋
街
で
あ
り
、
北
前
船
で

も
た
ら
さ
れ
る
物
資
が
取
引
さ
れ
た
場

所
で
、
様
々
な
北
前
船
の
遺
産
が
の
こ

る
。
こ
の
建
物
は
、
住
吉
神
社
の
第
一

鳥
居
を
大
家
七
平
と
共
に
寄
進
し
た
こ

と
や
、
北
浜
地
区
の
旧
広
海
倉
庫
で
知

ら
れ
る
加
賀
の
北
前
船
主
・
広
海
二
三

郎
家
の
小
樽
支
店
で
あ
る
。

　
広
海
家
が
海
運
業
を
始
め
た
の
は
戦

国
時
代
の
文
禄
2
（
1
5
9
3
）
年
に

遡
り
、
天
保
以
前
に
瀬
越
村
（
現
在
の

石
川
県
加
賀
市
）
に
移
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
瀬
越
村
は
北
前
船
主
集
落

で
、
小
樽
に
大
家
倉
庫
を
つ
く
っ
た
大

家
家
の
出
身
地
で
も
あ
る
。

　
広
海
家
が
北
海
道
に
進
出
し
て
い
っ

た
の
は
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
初
代
八

右
衛
門
の
頃
で
あ
る
。
初
代
八
右
衛
門

は
約
4
0
0
石
積
の
広
徳
丸
で
北
海
道

沿
岸
を
探
険
し
、
1
7
5
0
年
代
以
降
、

大
阪
と
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
間
の
北
前

交
易
を
活
発
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
小
樽
で
活
躍
し
た
五
世
二
三
郎

（
1
8
5
4-

1
9
2
9
）
は
、
明
治
2

（
1
8
6
9
）
年
、
16
歳
で
営
業
見
習
と

し
て
同
家
支
配
人
の
下
に
預
け
ら
れ
、

大
阪
と
小
樽
で
修
行
を
つ
ん
だ
。
広
海

家
が
小
樽
に
支
店
を
設
置
し
た
の
は
20

歳
の
時
と
い
わ
れ
る
。
同
12
年
、
五
世

二
三
郎
の
強
い
要
望
で
広
海
家
は
初
め

て
西
洋
型
帆
船
・
経
基
丸
を
購
入
し
た
。

同
20
年
に
家
督
を
相
続
し
た
時
、
持
ち

船
は
和
船
7
隻
、
西
洋
型
帆
船
4
隻
と

な
っ
て
い
る
。

　
翌
21
年
に
は
父
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
、
英
国
製
の
6
0
0
ト
ン
の
汽
船
・

エ
ス
メ
ロ
ル
ダ
号
を
購
入
。
広
海
家
は

本
格
的
に
汽
船
に
転
換
し
て
い
っ
た
。

小
樽
の
北
浜
地
区
に
広
海
倉
庫
を
建
造

し
た
の
は
そ
の
翌
年
で
あ
る
。
江
戸
期

以
来
の
和
船
で
の
買
い
積
み
に
よ
る
北

前
交
易
か
ら
、
蒸
気
船
で
他
者
の
荷
物

を
運
送
す
る
近
代
的
海
運
業
へ
の
転
換

は
五
世
二
三
郎
の
決
断
に
よ
る
。

　
同
29
年
、
東
京
海
上
火
災
保
険
会
社

が
北
前
船
主
に
不
親
切
だ
っ
た
こ
と
に

反
発
し
、
日
本
海
上
火
災
保
険
会
社
を

創
設
し
、
初
代
社
長
に
就
任
し
た
。
明
治

30
年
代
前
後
か
ら
筑
前
の
炭
鉱
経
営
を

手
が
け
る
な
ど
多
角
経
営
を
展
開
し
て

い
っ
た
。
同
39
年
に
は
大
阪
本
店
が
汽
船

で
の
運
送
業
の
み
と
な
り
、
小
樽
支
店

は
物
品
販
売
業
の
担
当
と
な
っ
た
。
大
阪

本
店
と
小
樽
支
店
の
関
係
は
不
明
な
点

が
多
い
が
、
小
樽
支
店
で
は
伝
統
的
な

北
前
船
主
の
物
品
販
売
業
を
継
続
し
て

い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
同
41
年
、
広
海

商
事
株
式
会
社
を
設
立
し
、
広
海
家
は

個
人
経
営
か
ら
会
社
経
営
と
な
っ
た
。

　
こ
の
建
物
は
、
最
も
長
期
間
、
海
運

業
を
営
ん
で
い
た
北
前
船
主
家
の
一
つ
、

広
海
家
の
活
躍
を
い
ま
に
伝
え
る
貴
重

な
遺
産
で
あ
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学
旧広海二三郎商店
（小樽市堺町 5-33）
明治 44 年以前に広海二三郎商店として建
築。木骨石造 2 階建て。正面の窓は 1 階と
2 階の位置が異なっていることが特徴。かつ
て、玄関の北側に事務室、南側に旧応接室
の洋間があり、玄関ホールの天井は 2 階の
床組みが露出していた。2 階には和室が 4
室あり、正面側に 12.5 畳間の 2 室が並び、
その境には井桁に透かし彫りの筬欄間と襖、
北側の壁面に座敷飾りの床と違棚があった。
昭和 23 年、白石工業株式会社の所有となる。
52 年、臨港線まであった倉庫と浴室棟を解
体。西向き正面の両脇にうだつと建てるが、
その後、うだつの屋根部分は撤去。平成 17
年 4月、おたる瑠璃工房となる。

撮
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学
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）

旧広海二三郎商店（おたる瑠璃工房）
きゅう ひ ろ  う み     に    さ ぶ   ろ う  しょう て ん
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小
樽
れ
っ
け
ん

加賀の北前船主・広海家の小樽での拠点、小樽支店

1 階。かつては玄関の北側に事務室、南側に旧応接室の洋間があった。

1階の天井。建築当時の雰囲気がのこる。 2 階。かつて建物正面側に 12.5 畳間の和室
が 2室並んでいた。

入口上部には幾何学的な装飾が施されている。

金庫。1階に置かれている。建物南側の下部にはレンガが使用されている。 階段。親柱が八角形、らせん状で、2 階の
手すりの曲面など意匠が秀逸。

建物南側には梯子が設置されている。 建物東側の外観。蔦でびっしり覆われている。

おさらんま

13 12


